
たびとしょ
　Cafe

図書空間で
つなぐ＆楽しむ
研究交流

ゲストスピーカー ： 二ツ神　一洋 氏 （久慈市産業経済部　林業水産課長）

 旅の図書館では、観光に関わる皆様の
交流を深めていただくことをねらいとして、
「たびとしょ Cafe」を開催しています。

お申し込みは当財団ホームページの申し込みフォームよりお願いいたします。

https://www.jtb.or.jp/tabicafe/cafe-23/

２０２１年３月２６日 （金） 18:00 ～ 20:00
※開始 10 分前に指定の Zoom ミーティングルームにお集まりください。

・ 当日までに Zoom のアプリをダウンロードしてください。
・ 約１週間前に、 事務局より Zoom ミーティングルームの URL をメールでお送りします。
・ 当日はその URL をクリックしてご参加ください。

観光研究者、 学生、 観光実務者 （観光行政に関わる方、 地域の観光関係者） など

３０名程度 （先着順）

日時

対象

定員

申込
方法

中山間地域における交流・観光
～久慈市の“ふるさと体験”～

◆ゲストスピーカープロフィール◆

　岩手県北東部に位置する久慈市は、東側は三陸海岸に面し、西側には白

樺林の平庭高原をはじめ森林が広がっています。2006 年に海側の久慈市

と山側の山形村が合併し、新・久慈市となりました。

　久慈市では、旧山形村時代から、豊かな自然や山村の生業・生活文化を

テーマとした体験型教育旅行の受け入れを進めてきました。合併後は、海

の資源も活用するほか、ジオツーリズム、エコツーリズム、ヘルスツーリ

ズムといった新たな切り口に取り組み、子どもだけでなく大人を対象にし

たプログラム開発にも積極的に取り組んでいます。

　今回は、長年にわたり体験型教育旅行に携わってこられた久慈市の二ツ

神氏をお招きし、中山間地域での交流・観光事業の取り組みをご紹介いた

だきます。

1972 年生まれ。旧山形村出身。現在の役職は久慈市産業経済部林業水産課　課長。2000 年に旧山形村役場に入庁。合併後、久
慈市全域での体験型教育旅行受け入れ拡大に向けて、漁業体験プログラム開発、漁家民泊受入、大人向けプログラム開発等に奔
走。交流・観光事業の直接の担当を離れた現在も、インストラクターとして参加者と触れ合う。インストラクター名は「和尚さん」。

第23回

第４回

第６回
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主催 ・ 問い合わせ先︓公益財団法人日本交通公社　たびとしょ Cafe 事務局　担当︓門脇 ・ 吉澤
　　　　　〒107-0062　東京都港区南青山 2-7-29　日本交通公社ビル

TEL:03-5770-8360 　 FAX:03-5770-8359　　E-mail: tabitosho@jtb.or.jp

参加
方法

参加費 無料

※タブレット、 スマホでのご参加も可能ですが、 データ通信量が大きくなります。 インターネット通信が良好な場所や
　 Wi-Fi 環境下での参加をお勧めします。
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